
 

令和 4 年度 ちはら台地区社会福祉協議会 事業報告 

全体会議及び全体行事  

活動部門 内      容 

総会 

理事会 

 

 

 

 

 

役員会 

 

 

 

部会連絡会議 

 

 

 

第 2層協議体会議 

地区行動計画策定委員会 

 

市社協評議員会 

地区社協演奏会 

福祉バザー 

ちはら台福祉のつどい 

 

市社協会議 

（地区社協連絡会） 

 

地域主体の子供の見守り会議

（地域主体の子供の見守り活動） 

 

見守り支援員研修会 

災害支援ボランティア事業 

 

役員研修会 

広報活動 

年 1回 令和 4年 4 月 17日 (日) 支所会議室（書面評決） 

第 1回 令和 4年 7 月 10日（日）  支所会議室 

  議題 「社協演奏会」開催等について 

第 2回 令和 4年 10 月 2日（日） 支所会議室 

  議題 「福祉の集い」の実施等について 

第 3回 令和 5年 4 月 16日（日） 支所会議室 

  議題 令和 5年度総会議案等について 

第 1回 令和 4年 5 月 18日（日） 社協事務所 

 議題 令和 4年度表彰について 

第 2回 令和 5年 2 月 19日（土）  コミュニティセンター 

  議題 令和 5年度役員等について 

第 1回 令和 4年 6 月 5日（日）  支所会議室 

第 2回 令和 4年 9 月 11日（日） 支所会議室 

第 3回 令和 4年 12 月 4日（日） 支所会議室 

第 4回 令和 5年 2 月 19日（日） 支所会議室 

第 1～4回 部会連絡会終了後同日実施 支所会議室 

第 1～4回 部会連絡会終了後同日実施 支所会議室 

 

令和 4年 6月 24日（金） 令和 5年 3月 28日（火） 

令和 4年 7月 30日（日） コミュニティセンター 

令和 4年 11月 6日（日）  新型コロナにより中止 

令和４年 11月 13日（日） 新型コロナにより中止 

 

令和 4年 5月 31(火)、7月 22日(金)、9月 29日(木)、 

11月 18日(金)、令和 5年 2 月 3日(金)、3月 10 日(金) 

 

令和 4年 7月 24日（日）～令和 5年 3月 31日（金） 

 

 

令和 4年 10月 30日（日） 

災害ボランティア関係講習会 

令和 5年 2月 4日（土） コミュニティセンター 

令和 5年 3月 4日（土） 支所会議室 

広報誌「かずさのみち」年 2回発行  

 

 

 

 

 



令和 4 年度 ちはら台地区社会福祉協議会 部会別事業報告 

総務部会 

部会名 総務部会 部会長  古沢 裕之 

取組内容 各部門定例会議の開催 

・定期総会、理事会、部会連絡会議・・・事業報告の通り開催 

・総務部会 毎月 1回開催 年 12回開催  

・各会議の議事録の作成 

イベント等の開催 

・地区社協演奏会・・・7月 30日実施（ウクレレ演奏会） 

・福祉バザー、福祉のつどい・・・コロナの影響により中止 

・地域歳末たすけあい募金への協力 

・災害支援ボランティア設置運営訓練・・・令和 5年 2月 4日講習会を開催 

・役員研修会・・・令和 5年 3月 4日（講師 地域包括支援センター） 

各部門の調停業務 

・各部門の予算確保と決算の確認 

広報紙「かずさのみち」作成発行 

・11月、3月発行 

 

直接支援部会 

部会名 直接支援部会 部会長 鈴木 俊江 

取組内容 ①部会会議 

・窓口担当者会議（6回開催） 

5/24・7/26・9/27・11/22・1/28・3/14 

・たすけあい隊直接支援者会議（2回開催） 

6/19「草刈り支援の流れについて」、1/28「認知症サポーター養成講座」 

②取り組み事業及び実績 

・たすけあい隊受付窓口・・・窓口開催日：233日 担当者人数：16名 

・相談支援・・・28件（転送電話などでの受付含む） 

・直接支援・・・149件（預かり 1件、付添い 139件、家事 5件、代行 4件） 

        利用者数：28名 支援者数：15名 

※窓口開催時間：（月）（火）（木）（金）（土）10：00～12：00 

※窓口時間外：転送電話（携帯）で対応 

③窓口以外での活動 

・10/14 第 2層協議体フォローアップ研修会（ウエルシア）実践報告 

・11/4 日常生活支援事業交流会（ウエルシア）情報交換 

・1/12 第 2層協議体フォローアップ会議（ウエルシア）状況報告 

・2/22 日常生活支援事業担い手養成講座（ウエルシア）活動紹介 

④その他 

・第 2 層協議体会議において、「たすけあい隊」内での草刈り支援を始めるにあ

たり、予行練習を行った。（4年 3/30 1件 6名参加） 

・5月～8月末を施行期間とし、ちはら台南エリアで行う。（1件 3名参加） 

・5年 1月よりちはら台全域に範囲を広げ、「たすけあい隊」の支援事業として実

施していく。  



相談窓口 直接支援 

・日常生活の中での困りごとなどの相

談を受け、「直接支援」、または「関係

機関」などへ紹介。 

・月 1 回（第 3 土曜日）「福祉の総合

相談会」を、地域包括支援センター、

中核地域生活支援センター、市社協、

民生委員と連携し開催。 

（12回開催 5件） 

・コロナへの感染に気をつけながら、支

援を実施している。 

・コロナ以前からの利用者に加え、新規

での登録者がとても増えた。 

・免許返納による付添い支援や掃除、電

気器具の交換などの家事支援も依頼が以

前より入るようになった。 

 

児童支援部会 

部会名 児童支援部会 部会長 河本 千鶴代 

取組内容 (1)取り組み 

①子育て中の親子が自由に参加し、相互に交流がはかれる場の提供 

②子育て相談支援並びに情報の提供  

(2)事業展開：親子交流、集いの場提供・子育て相談窓口支援、情報提供 

①『子育て広場』『広場のびのび』『すまいる』の運営 

子育て広場 

(1) 部会会議 

① 定例部会 10回開催 

② 行事準備会を実施 

(2) 活動報告：年間計画で毎回異なる企画を立てて、親子に楽しんでもらった。 

  受付で検温、手消毒を行い、感染症拡大予防措置を行いながら開催。 

① 第 2木曜日 10時～11時半 計 10回開催(8月、1 月は無し) 

② 場所：ちはら台コミュニティセンター・農園  

③ 参加者・・親子延べ 272名 （12月クリスマス会別掲）   

すまいる 

(1) 部会会議 

①定例部会（奇数月第 2水曜日 6回開催） 

(2) 活動報告：水の江小学童保育室で検温、手消毒等感染拡大に気をつけながら、

親子で遊べる場の提供・運営をした。 

①毎週火・金曜日 10時～12時 計 72日開催 

②場所：水の江小学童保育室・ちはら台コミュニティセンター（夏季休校中） 

③参加者・・親子延べ 208名 

広場「のびのび」 

(1) 活動報告：検温、手消毒を行い感染拡大予防に努めながら、親子で大きく動

いて遊べる場の提供・運営をした。 

①毎月第 1・3月曜日 10時～11時半 計 18回開催 

②場所：ちはら台コミュニティセンター 

③参加者・・親子延べ 197名 

 

 



【3事業合同開催行事】（コミセン共催） 

『夏のお楽しみ会』～劇団風の子公演「とかとか」 

① 7月 25日（月） 

② ちはら台コミュニティセンター2階会議室 

③ 参加者  57名 

『クリスマス会』 

① 令和 4年 12月 8日（木） 

② ちはら台コミュニティセンター2階会議室 

③ 「サンタさんに会いに行こう」：例年行っていたコンサートは中止にし、子ども 20人を

4グループに分け、入れ替え制で感染症対策を実施しながら子どもたちに対し、サンタ

クロースから順次プレゼントを手渡した。 

④ 参加者 137名 

 

障がい者支援部会 

部会名 障がい者支援部会 部会長 樋口 誠一郎 

部会目標 障がい者が健常者と一同に集い、ユニバーサルスポーツ、ライブコンサート、

車椅子者映画鑑賞会、野外活動を通じて障がい者の心と体の健康維持・向上を図

り、障がい者間の結びつきを強める。 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 部会会議 
会場：コミセン第 3会議室（毎月第 1土曜日 13：00～15：00） 

新型コロナ感染下で部会開催は 12回、毎月「部会通信 172～182号」、随時発行

「部会ニュース 62～82 号」により情報を共有し、部員 18 名中都度 7～12 名が参

加し、直前の活動計画を審議し準備を行い活動推進した。 

② 虹の会 ③ ユニバーサルスポーツを楽しむ 

会場：コミセン第 1～3会議室 

（12：00～16：00） 

会場：コミセン体育室、ちはら台公園

（12：00～16：00） 

1.第 55回 6月 19 18名 

映画鑑賞「オデッセイ」 

2.第 56回 9月 25 17名 

3.第 57回 11月 27日 17名 

第 11回ちはら台ボッチャ選手権大会 

4.第 58回 1月 22日 19名 

5.第 59回 2月 26日 16名 

（第 10回ふれあいコンサート） 

1.第 7回 5月 8日  51名 

モルック体験会 

2.第 8回 8月 6日   5名 

3.第 9回 9月 11日 6名 

4.第 10回 11月 5日  41名 

モルック体験会 

5.第 11回 2月 12日 12名 

※4、6、9、10月の第 1、第 2日曜日  

 モルック練習会を実施 

④ 野外体験 ⑤ 車椅子者映画鑑賞会 

目的地:大網海岸又検見川浜海岸 

野外用車いす:HippoCampe 

会場：コミセン視聴覚室 

（12:00～17:00） 

新型コロナウイルス感染症の影響もあ

り、参加者がおらず中止となった。 

1.『アラビアのローレンス』 

5月 25日 8名  

2.『幸せのレシピ』 10月 23日 15名 

3.『グース』 2月 21日 9名 

 



⑥ カフォン教室  

会場:パークシティ、リスニングルー

ム（13:30～15:30） 

 

月に 1 回、フルート、ギター、カフォ

ン、タンバリンで練習した。曲目は『コ

ンドルは飛んでいく』、『一人の手』他４

曲。第 58回虹の会でデビュー。 

 

成果と 

課題 

1. 新型コロナウイルス感染症影響下、障がい者が集う機会・場所を失いかねない

状況を打開すべく、最大限の感染症対策を実施し活動を行った。 

2. 車椅子者が積極的にユニバーサルスポーツに取り組み、自身の技量を向上さ

せ、プレイに喜びや感動を味わって頂くことができた。 

3. ユニバーサルスポーツが発揮する素晴らしさを追求するため、あらたな種目

に取り組み、その面白さを広めることができた。 

4. 障がい者にカフォン（西洋太鼓）を通じ、豊かな心の醸成を目的として音楽に

取り組む機会を設けた。また、練習の成果を発表する場を提供できた。 

 

見守り支援部会 

部会名 見守り支援部会 部会長 金子 隆由 

取組内容 ①部会会議 

・4月～3月まで各月 1回開催（但し 8月、1月は休会） 

・見守り対象者を定期的に訪問し部会で情報を共有した 

・3カ月毎に 1回、安心訪問結果の報告書提出 

 見守り総回数 585回 

②安心訪問員活動養成講座 

③学習交流会  

・市社協主催の見守り支援事業交流会に参加 

・県主催の見守り研修会に 3名が参加 

・フォローアップ研修 6/15 19名参加 包括支援センター講師による 

・   〃      11/16 18名参加 市社協担当者講師による 

④情報交換 

・市社協及び地域包括支援センターの担当者に定例部会に参加いただき情報交換

を図った 

現況 ・見守り対象者：20名（令和 5年 3月末現在） 

・安心訪問員認定者：22名（市原市認定者） 

課題 ・独居高齢者が増加する中で、いかに対象者の発掘拡大をしていくか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
高齢者支援部会 

部会名 高齢者支援部会 部会長 秋山 廣志 

部会目標 地域の高齢者とコミュニケーションを図り、健康増進と生きがいづくりを推進

するとともに、地域での孤立化を防止する。 

取組事業 ①茶話会 1（年 10回） ②茶話会 2（年 12回） 

事業名 ふれあい広場（茶話会） 事業名 憩いの広場（茶話会） 

責任者 柏原 裕子 責任者 若林 弘子 

実施会場 コミセン第 1、2会議室 
 
11月 16日(木) 16名参加 
12月 15日（木） 12名参加 
3月 16日(木) 24名参加 

実施会場 コミセン第 1、2会議室 
視聴覚室 
11月 3日（木） 26名参加 
12月 22日（木） 4名参加 
3月 2日（木） 16名参加 

実施日    

及び      

事業内容 

 
新型コロナウイルス懸念のため
休会月が多かった。 

 
～運営委員会～ 
・5月 26日（木） 
・9月 15日（木） 
・10月 13日（木） 
・1月 19日(木) 
・2月 16日（木） 
・3月 16日（木） 
 
～その他～ 
・12 月 15 日のクリスマス会で
は、参加者にプレゼントを渡し
た。参加できなかった利用者に
は自宅へ届けた。 

実施日    

及び      

事業内容 

 
新型コロナウイルス懸念のため
休会月が多かった。 
 
～スタッフ会議～ 

・5月 5日（木） 
・8月 4日（木） 
・11月 13日（木） 
・12月 22日（木） 
・3月 2日（木） 
 
～その他～ 
・5月に近況便りと脳トレクイズ
を持参し、利用者宅を訪問。 

・8月に残暑見舞いの配布をする
ため、利用者宅を訪問。 

・12月 22日は参加者へクリスマ
スプレゼントを渡した。 

 

小域福祉ネット部会 

部会名 小域福祉ネット部会 部会長 高槻 幸子 

部会目標 「市原市地域福祉計画」や「市原市地域福祉活動計画」が目標とする、地域住民

の誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりを目指すため、地域の各

種団体（自治会、民児協など）と連携・協働しながら小学校区単位において住民

の日常生活を支える視点に基づく地域福祉活動の推進に努める。 

取組内容 (1)地域主体の子どもの見守り強化事業の推進 

・市原市のモデル地区として 2年目の活動を推進  

・訪問員研修会が 7月 24日に開催され、昨年と併せて 55名が受講 

・33軒の家庭を対象に 1か月 1回程度、47名の訪問員が 2人 1組で訪問を実施 

・他市からの転入児も含め、地域主催の親子イベントの案内も行った 

(2)小学校区ごとに自治会・民児協・地区社協の顔合わせ会を実施 9月 25日 

(3)見守り支援員研修会を実施 10月 30日 

(4)こどもの安全・安心を守る活動の推進 

・交通安全推進隊の活動に協力し、安全対策の取り組み 

課題 ・小学校区での各種団体との情報交換の継続と地域づくりの模索、活動 

 


